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　９月16日、第72回熊本県民体育祭
が人吉球磨を舞台に開催されました。
　今大会は、台風18号の接近により２
日目が中止となり、日程が大幅に短縮
されての開催。しかし、出場選手は台風
の影響をものともせず、各種目で熱いプ
レーを展開しました。
　相良村からは、５種目15名の選手が
出場(ソフトボール・剣道・銃剣道・陸上
は中止)。水泳女子が２位、卓球が３位
に輝くなど、球磨郡勢の活躍に貢献し
ました。

誇
を胸に、嵐に負けず奮闘り
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白い絨毯のような
蕎麦畑

北嶽神社秋季大祭　幻想的な「ひひ舞」

『交通安全かかし』
吉松　孝雄（松葉）

『川辺川の大鮎釣り大会』
井上　則義（平原）

相良写真クラブ

田
口
　松
代
（
新
村
）

花
形
：
生
花
蕉
風
体『つ ば め』

福田　清香 ( 松馬場 )

『紅　葉』
藤本　レイ子 ( 並木野 )

「むらのわだい」
ページに掲載でき
なかった皆さんの
暮らしや、美しい
村の景観をご紹介。
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　平成２８年度の村の決算は、歳入総額３４億８，１３５万５千円（対前年度２，４９４万３千円の増）で、そのうち自主財
源が６億４，７７４万６千円（１８．６％）、依存財源が２８億３，３６０万４千円（８１．４％）となっています。歳出総額は、３
３億６，５０５万１千円（対前年度５，７０９万６千円の増）で、村民１人当たり（平成２９年３月末現在人口４，５９８人）の
決算額は、７３万１，８５１円（対前年度８，７５２円の増）でした。
　また、一般会計にかかる地方債（借入金）残高は、２８億５，８９６万３千円で、村民１人当たり６２万１，７８４円（対前
年度２万１，９１８円の増）となりました。

■特別会計
会計名 歳　入 歳　出 差　引 繰  入  金

国民健康保険 
簡易水道 
農業集落排水 
介護保険 
後期高齢者医療 
※差し引き額及びパーセントは、端数処理の関係で合わない場合があります。 【問合せ先】総務課財政係　☎３５－０２１１

（単位：円）

7億2 , 9 8 1万2千
1億3 7 2万8千
2億5 , 2 7 5万

6億5 , 4 5 7万3千
5 , 2 8 2万4千

6億6 , 3 5 1万5千
1億1 2 1万9千

2億4 , 8 2 2万9千
5億9 , 1 2 6万4千

5 , 2 2 5万

6 , 6 2 9万7千
2 5 0万8千
4 5 2万1千

6 , 3 3 0万8千
5 7万3千

2 千 万
0
0
0
0

３４億８，１３５万５千円

３３億６，５０５万１千円
歳入歳出差引額　１億１，６３０万４千円

歳入

その他交付金
8,979万4千円
(2.6%)

村債
2億6,644万7千円

(7.7%)

村税
3億3,186万8千円

(9.5%)

分担金及び負担金
3,223万3千円
(0.9%)

繰越金
1億4,845万7千円

(4.3%)

諸収入等
1億3,519万2千円

(3.9%)

自主財源

6億4,774万6千円
(18.6％)

依存財源

28億3,360万4千円
（81.4％）

諸支出金
1,511万円
0.4%

地方譲与税
3,258万8千円
(0.9%)

県支出金
3億3,206万4千円

(9.5%)

国庫支出金
3億1,217万8千円

(9%)

地方交付税
18億53万4千円
（51.7%）

歳出

公債費
3億152万6千円

(9%)

議会費　
5,356万7千円
(1.6%)

災害復旧費
1万5千円
(0.1%)

教育費
3億6,202万6千円

(10.8%)

農林水産業費
6億2,768万1千円

(18.6%)

民生費
7億7,752万7千円

(23.1%)

総務費
5億9,258万2千円

(17.6%)

衛生費
2億5,091万
2千円
(7.4%)

消防費
1億8,761万8千円

(5.6%)

土木費
1億6,219万1千円

(4.8%)

商工費
3,429万6千円
(1%)

平成２８年度 相良村の財政事情平成２８年度 相良村の財政事情

一般会計

「相性が良くなる村」ブランド構築事業

相良村ヴァレンタイン祭

平成28年度の主な事業
総務費　企画費

地域資源を生かした村の
ブランド化や交流人口拡
大をめざし、国の地方創
生加速化交付金を用い、
商品開発やフランスのセ
ント・ヴァレンタイン村との
交流、相良村ヴァレンタイ
ン祭などを実施しました。

４，６４９万７千円
（H27繰越）

阿蘇火山等防災特産対策事業 農林水産業費
農業振興費

茶の降灰対策として、県の
阿蘇火山等防災特産対
策事業を用い、除灰機１
１台と洗浄機能付き摘採
機７台を導入しました。

９，９９５万７千円

相良村運動公園整備改修工事 教育費
体育施設費

設備の老朽化や経年によ
る維持費の増大、部品の
確保に困難が生じていた
ため、複合遊具１基と夜間
照明６基を新設しました。

５，０９７万１千円
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　平成 21年 4月1日に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行され、地方公共団体は毎年度の決算時
に健全化判断比率及び資金不足比率を算定し公表することが義務付けられました。また、健全化判断比率のいずれか
が早期健全化基準以上の場合、または資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は、議会の議決を経て財政
健全化計画などを策定し、計画的に健全化に向けて取り組まなければなりません。
　本村の平成 28年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおり全て健全段階となっています。

平成28年度決算に基づく相良村健全化判断比率及び資金不足比率

○健全化判断比率 （単位：％）

一般会計などにおける、赤字額の※標準財
政規模に対する割合を示すもの。
※標準財政規模…地方自治体における地
方税・普通交付税・地方譲与税など標準的
な一般財源の規模を示すもの。

一般会計・特別会計・公営企業会計におけ
る赤字総額の標準財政規模に対する割合
を示すもの。

　地方自治体における一般財源の規模に
対する、公債費の割合を示すもの。一般会計
の公債費に加え、公営企業に対する公債費
の繰出金、一部事務組合に対する負担金の
うち公債費に対するものも含めた指標。地方
債を発行する場合、25％以上になると単独
事業の地方債の一部が認められなくなり、
35％以上になると、これらに加えて一部の一
般公共事業債についても制限される。

　一般会計・特別会計・公営企業会計・地
方公社及び第三セクターなどについて、一
般会計などが将来負担する可能性のある負
債総額、いわゆる「将来負担額」の一般財源
の規模に対する割合を示すもの。「将来負担
額」には、一般会計などの地方債現在高、債
務負担行為に基づく支出予定額、特別会
計、公営企業会計や一部事務組合の公債
費に充てるために一般会計などから繰出す
見込み額、退職手当支給予定額のうち、一
般会計などの負担見込額などが含まれる。

内　　　　容 財政再生
基準

2 0 . 0 0

3 0 . 0 0

3 5 . 0

早期健全化
基準

1 5 . 0 0

2 0 . 0 0

2 5 . 0

3 5 0 . 0

9 . 6

1 6 . 6

平成28年度

黒字のため
「なし」

黒字のため
「なし」

実 質 赤 字

比 率

公営企業における資金不足額の事業規模
に対する割合を示すもの。 20％

資金不足がないため｢なし｣

資金不足がないため｢なし｣

連 結 実 質

赤 字 比 率

実質公債費

比 率

将 来 負 担

比 率

簡易水道特別会計

農業集落排水特別会計

比　率

○資金不足比率 （単位：％）

内　　　　容 経営健全化
計画

平成28年度会計名



わだいむらのむらの

7 広報さがら　11月号

各世代№１を目指して
村長杯ビーチボールバレー大会

9/20、21
（水）（木）

9/20
（水）

狙いを定めて放った一打。ホールインワンなるか相手陣地に強烈なアタックを打ち込む

　相良村総合体育館で開催された村長杯ビーチ
ボールバレー大会では、村内外から 21チームが
参加。年齢ごとに３ブロックに分かれ、２日間に
わたって総当たり戦で熱戦が繰り広げられまし
た。ビーチボールバレーならではの回転がか
かったボールがネットを飛び交い、得点が入る
たびに歓声が起こり盛り上がりをみせていまし
た。
　各ブロックの優勝チームは下記の通り。

笑顔あふれるスポーツの秋
村老連グラウンドゴルフ大会

　相良村老人クラブ連合会主催のグラウンドゴ
ルフ大会が開催され、７９名が参加。８ホール２
ラウンドを行い、参加者らは親睦を深めながら
腕を競いました。上位成績は下記の通り。(敬称略)

おみやげのアイデアを発表する参加者 女性部について講演する豊田氏

相良村のおみやげを作ろう！ 県女性部長から女性部の魅力学ぶ
　相良村担い手育成支援協議会主催「相良村
女性農業者研修・懇話会」が開催され、女性農
業者10名が参加しました。
　女性部設立を検討している相良村。今回は、
県認定農業者連絡会議副会長兼女性部長の豊
田スイ子氏を講師に、女性部の魅力や役割に
ついて学びました。豊田氏は「女性部設立には
家族の理解が第一。自分から歩み寄って相互
理解を。女性部は、情報共有と勉強の場から生
まれる出会いが魅力」と話し、「まずは気楽な
女子会から始めてみては」と提案しました。

　ワークショップでは、村の特産品を使った
おみやげができないかアイデアを出し合いま
した。３つのグループに分かれ、それぞれ販売
先をデパート、インターネット、直売所を想定
して考案。アイデアをふせん紙に書き出し、価
格やデザインなどを決めていきました。
　最後にグループの案を発表。お茶のクッ
キーや村の野菜を使ったドレッシングなど魅
力的なおみやげ案が続出。恋愛おみくじを同
封するなど、女性ならではの発想もみられま
した。

優勝　福島　格輝（初　神）32打ホールインワン２打
２位　上村　長利（十　島）33打ホールインワン２打
３位　白石ミツヨ(中　央) 33打ホールインワン２打
４位　橋本　政光（松　葉）34打ホールインワン３打
５位　吉村　重則（松　葉）34打ホールインワン２打
６位　豊永　和洋(下四浦) 34打ホールインワン２打
※打数とホールインワン数も同じ場合は年齢が高い者が上位

【最高齢者賞】愛甲　敏(下四浦)　渡辺桂子(松葉)

■39歳以下の部　トリプルB
■40～59歳の部　スリービーA
■60歳以上の部　人吉B

輝
け
女
性
農
業
者
！

女
性
部
設
立
へ
向
け
て

9/22
（日）
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　３日（祝）公立多良木病院　小児科
　５日（日）たかはし小児科内科医院
１２日（日）やまむら医院
１９日（日）堤病院附属九日町診療所小児科
２３日（祝）人吉医療センター　小児科
２６日（日）やまむら医院

４２－２５６０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－２２５１
２２－２１９１
４５－０００５

１１月小児科在宅当番医

お問い合わせは　保健福祉課（直通） ☎35-1032
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

〈受付時間 /午前 9時～午後 5時〉

　内
部
障
が
い
や
発
達
障
害
・
難
病
の

方
な
ど
、
外
見
か
ら
わ
か
ら
な
く
て
も
、

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
が

い
ま
す
。ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
支

援
し
て
ほ
し
い
内
容
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
カ
ー
ド
を
見
せ
ら
れ
た
時
や
緊

急
時
に
は
「
何
か
お
困
り
で
す
か
？
」
と

声
を
か
け
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　熊
本
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
は
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
役

場
保
健
福
祉
課
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】 

福
祉
係

熊
本
県
障
害
者
支
援
課

☎
０
９
６―

３
３
３―
２
２
０
２

　完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、
人
吉

市
・
球
磨
郡
で
毎
週
２
回
開
催
。

　年
金
の
専
門
家

　社
会
保
険
労
務
士

が
あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

予
約
担
当

（
☎
０
９
６
５

－

３
５

－

６
１
２
３
）

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

『
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
』だ
よ
り

熊
本
県
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
の
ご
案
内

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　〈
11
月
分
〉

人 吉 東 西

コミュニティ

セ ン タ ー

錦 町

社会福祉

協 議 会

月曜日 水曜日 水曜日

   6 日 ・１３日

２０日・２７日

８日

２２日

１日・１５日

２９日

多良木

町役場

　秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。毎
月
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒

に
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
小
物
の
制
作
を
し

て
い
ま
す
。参
加
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん

た
ち
は
、
子
ど
も
の
こ
と
や
心
配
事
、
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　月
1
回
の
開
催
で
す
が
、
普
段
話
す
こ

と
の
な
い
方
々
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
話
を
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。た
く

さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】 

福
祉
係

■日時：１１月１５日（水）１０：００より受付
■場所：相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１３日（月）までお知らせください。

表面

裏面

私が手伝ってほしいこと
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保健福祉のひろば

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】 

国
保
係

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

０
０
４

　

　年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ

い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
年
金
事
務
所
に
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】 

国
保
係

八
代
年
金
事
務
所

０
９
６
５―

３
５―

６
１
４
３

　人
吉
球
磨
糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
で
は
、
糖
尿
病
の
正
し
い
知

識
を
啓
発
す
る
世
界
糖
尿
病
デ
ー
（
11
月

14
日
）
に
あ
わ
せ
て
11
月
の
１
か
月
間
、

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
活
動
に
取

組
み
ま
す
。ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
活
動

は
、
糖
尿
病
の
予
防
を
周
知
す
る
た
め

に
、
建
造
物
を
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る

ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
活
動
で

す
。　人

吉
球
磨
地
域
で
は
平
成
26
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。昨
年
度
は
８
か

所
の
医
療
機
関
や
保
育
園
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
度
も
引
き
続
き

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
で
糖
尿
病

の
発
症
、重
症
化
予
防
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

人
吉
球
磨
糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
事
務
局

（
熊
本
県
人
吉
保
健
所

　保
健
予
防
課
）

☎
２
２
―
３
１
０
７

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」が

発
行
さ
れ
ま
す

「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」

活
動
を
実
施
し
ま
す

　国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。そ
の

年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　ま
た
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
こ
と
し
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

人
吉
球
磨
地
域

　球
磨
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、「
笑
顔
ヘ

ル
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
中
、
無
料
で

歯
に
関
す
る
相
談
や
健
診
な
ど
を
行
い

ま
す
。

■
日
時

　11
月
６
日（
月
）〜
11
月
11
日（
土
）

　各
歯
科
診
療
所
の
診
療
時
間
内

■
場
所

　球
磨
郡
歯
科
医
師
会
各
診
療
所

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
無
料
歯
科
健
診
、相
談

・
む
し
歯
・
歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

・
無
料
歯
ブ
ラ
シ
交
換

■
そ
の
他

・
無
料
歯
科
健
診
及
び
相
談
に
参
加
さ
れ

　た
方
に
は
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す

・
治
療
は
有
料
と
な
り
ま
す

・
球
磨
郡
医
師
会
の
各
診
療
所
に
つ
い
て

　は【
問
合
せ
先
】ま
で

【
問
合
せ
先
】

人
吉
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
２
２―

３
１
０
７

笑
顔
ヘ
ル
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

11
月
30
日
は

　  

「
年
金
の
日
」で
す
！

い
い

み
ら
い

―

年
末
調
整・確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　
　
　大
切
に
保
管
を―
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　県
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

前
後
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
拡
充
し
て
実
施

し
ま
す
。
エ
イ
ズ
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

感
染
か
ら
発
病
ま
で
、
数
年
の
潜
伏
期
が

あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し

治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
し

た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　検

査
は
、
採
血
だ
け
で
す
の
で
、
短
時

間
で
終
了
し
ま
す
。（
予
約
が
必
要
で

す
。）

■
検
査
日
時

 

・
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
検
査
拡
充
日

　11
月
29
日（
水
）〜
12
月
５
日（
木
）

　17
：
00
〜
19
：
00（※

平
日
の
み
）

 

・
通
常
検
査
日

　毎
週
火
曜
日

　
　
９
：
00
〜
11
：
00

　毎
月
第
３
火
曜
日

　17
：
00
〜
19
：
00

※

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
Ｂ
型
肝
炎
・

　Ｃ
型
肝
炎
も
同
時
検
査
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
県
人
吉
保
健
所

☎
０
９
６
６―

２
２―

３
１
０
７

●
休
日
や
夜
間
の
受
診
は
緊
急
性
を
要

　す
る
と
き
に

　休
日
、
夜
間
の
受
診
は
割
増
料
金
が 

　か
か
り
ま
す
。
緊
急
性
が
高
い
か
ど

　う
か
、
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
小
児
救
急
電
話
相
談
の
利
用
を

　子
ど
も
の
急
病
で
心
配
な
と
き
は
小

　児
救
急
電
話
相
談
（
＃
８
０
０
０
）

　を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　最
初
か
ら
大
病
院
で
は
な
く
、
ま
ず

　は
か
か
り
つ
け
医
で
受
診
し
、
必
要

　が
あ
れ
ば
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
大
病

　院
で
受
診
す
る
の
が
正
し
い
順
序
で

　す
。
安
心
し
て
日
ご
ろ
か
ら
相
談
で

　き
る
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

　う
。

●
重
複
受
診
に
注
意

　同
じ
病
気
で
、
複
数
の
医
療
機
関
で

　受
診
す
る
こ
と
は
医
療
費
の
ム
ダ
で

　す
。
ど
う
し
て
も
心
配
な
場
合
は
か

　か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
薬
は
適
正
適
量
に

　病
院
の
診
断
と
処
方
を
信
頼
し
、
必

　要
以
上
に
薬
を
欲
し
が
ら
な
い
よ
う

　に
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　病
気
は
自
覚
症
状
な
く
進
行
す
る
こ

　と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
診

　断
は
年
に
１
回
、
必
ず
受
診
し
ま

　し
ょ
う
。

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

「
医
療
費
に
つ
い
て（
お
し
ら

せ
）」を
お
送
り
し
て
い
ま
す

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
国
保

が
使
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す

適
正
受
診
で

医
療
費
を
大
切
に

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
し
ら
せ

　相
良
村
で
は
年
に
４
回
、
医
療
費
の

お
し
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
（
医
療
機

関
に
受
診
者
が
い
な
い
場
合
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
）

　こ
れ
は
、
被
保
険
者
の
方
に
医
療
機

関
な
ど
に
受
診
し
た
医
療
費
の
総
額
を

お
し
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康

管
理
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
請
求

内
容
に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】 

国
保
係

　医
療
費
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
そ
の
費
用
を

補
う
た
め
に
保
険
税
も
引
き
上
げ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
を

心
が
け
、
医
療
費
の
節
約
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

〜
上
手
な
受
診
で
医
療
費
節
約
〜

　「※

柔
道
整
復
師
」
は
医
師
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る
の
と

同
様
に
、
窓
口
で
保
険
証
な
ど
を
提
示
す

る
と
、
自
己
負
担
割
合
分
を
支
払
う
だ
け

で
施
術
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て
、

療
養
費
を
国
保
に
請
求
す
る
「
受
領
委

任
」が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

※

柔
道
整
復
師…

骨
や
関
節
、
靭
帯
な
ど 

　に
負
っ
た
け
が(

骨
折
・
脱
臼
・
捻
挫

　な
ど)

を
、
手
術
や
薬
を
使
わ
ず
に
、
固

　定
し
た
り
状
態
を
元
に
戻
す
方
法
に

　よ
っ
て
回
復
さ
せ
る
職
業

●
国
保
が
使
え
る
場
合

 

・
ね
ん
ざ

　・
打
撲

　・
挫
傷（
肉
離
れ
）

 

・
骨
折
・
脱
臼
の
応
急
手
当
て

●
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
国
保
が

　使
え
る
も
の

 

・
骨
折

　・
脱
臼

●
国
保
が
使
え
な
い
場
合

　右
記
以
外
の
場
合

※
国
保
が
使
え
る
の
は
外
傷
性
の
け
が

　の
場
合
の
み
で
す
。内
科
的
原
因
に
よ

　る
も
の
、
慢
性
的
な
症
状
な
ど
に
は
使

　え
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

　国
保
係

〜
は
が
き
が
届
い
た
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
〜

「唾液について」
　人体に存在する水分の総称を体液といい、その一
部が口腔内にある唾液です。では、唾液はどこから出
るのでしょう。
　当たり前のように出ている唾液ですが、どこから
出ているか考えたことはありますか？唾液腺は 1 カ
所ではなく、口の中の色々なところから出ているの
です。出る場所によって、サラサラだったり、ネバネ
バだったりするのです。どんな唾液腺があるのか見
てみましょう。
　この図のように大唾液腺は３つあります。

１．耳下腺（じかせん）
　サラサラした唾液を出します。
上の奥歯の頬側にある「耳下腺乳
頭」というところから出ます。

２．顎下腺（がっかせん）
　サラサラとネバネバの唾液を

出す混合腺です。少し粘度のある液を出します。顎の

下にあり、舌の下の小さな膨らみの「舌下小丘」から
出ます。

３．舌下腺（ぜっかせん）
　サラサラとネバネバの唾液を出す混合腺ですが、
ネバネバの割合が高いです。舌の下にあって、「舌下小

丘」とその周りの舌下ヒダから出ます。
　体液は、実に体重の６０～７０％を占めています
し、この％が少なくなるのが、今問題となっている脱
水症です。身体の内部環境の恒常性が保てなくなり、
重篤な状態を招くことになります。
　唾液は一日に１～ 1.5 リットル出ています。ストレ
スがあるとその量が減少します。また、ある種の薬に
よって、ネバネバとした唾液になり、口がカラカラに
なったり、口臭が強くなったり、細菌が増殖してむし
歯や歯周病になりやすくなります。その他、唾液の分
泌量が減ると免疫力の低下、味覚障害などを引き起
こすことになり、唾液の量は健康を左右すると言っ
ても過言ではありません。そのため、食事中にゆっく
りかむことで唾液の量を増やすことが大切です。　
　唾液は小さなむし歯などを修復することが知られ
ています。しかし、就寝中にはほとんど唾液は分泌さ
れないので、「むし歯は夜作られる」と言われるので
す。ですから、眠る前のブラッシングはしっかりとて
いねいに行いましょう。時間のないときは、よくうが
いをすることも少なからず効果があります。
　口が渇いて物が飲み込めないときなどは、口腔乾
燥症の疑いもありますので、歯科医院に受診をおす
すめします。

学校保健委員会だより
だ えき

ぜっかしょうきゅう

あご

12SAGARA　2017.11　

来月号のエッセー担当は　教育課長　上田　真澄です。

上原 昭光議会事務局長

紙面を通じて、われわれ役場職員のことをお伝えするのも広報
紙の役割の１つ。
ここでは、多岐にわたる行政業務をまとめる各課長が登場し、
業務内容や仕事に懸ける想いを伝えます。

課 長 エッセ ー

　議会事務局長（監査事務局兼務）の上原で
す。職場は山口貴恵主事と２人で仕事を行っ
ています。仕事の内容は、議会・監査に関す
る事務（庶務・議事・調査）を行っており、許
認可などの事務を担当する執行部の職員に
比べて、事務局職員は、直接村民の皆さまと
関わりを持つことは少なく、議会を通じて村
民サ－ビスを行い、あくまでも縁の下の力持
ちで業務に徹しております。
　特に、議会の運営や審査にあたって問題が
生じた場合、迅速で明快な法の解釈や見解が
必要です。したがって、常に即時即決を旨と
して、円滑な議会運営に心を配り、日ごろか
ら法律・先例はもちろん、自村および他町村
の行政事務の内容や執行状況を研究して、ど

のような事態にも柔軟な対応ができるよう
に心がけております。
　相良村議会の運営補佐を行うにあたって
は、議長、議員さんのご指導、ご協力のおかげ
で大過なく努めております。本議会の様子を
インタ－ネットで全国に配信しております
ので、ぜひ相良村のホ－ムペ－ジから議会状
況をご覧いただきたいと思います。
　私ごとになりますが、18 歳で役場臨時職
員になってから、会計室以外すべての課にお
世話になり充実した職場でした。住まいは新
村区八ツ田で、今月で 58 歳になります。子
どもは大学１年生と高校２年生がおります。



13 広報さがら　11月号

時
間
額
７
３
７
円

（
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
）

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
県
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
―
３
５
５
―
３
２
０
２

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

☎
２
２
―
５
１
５
１

　11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。「
税

を
考
え
る
週
間
」は
、
国
民
生
活

に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る

税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義（
必
要

性
）
や
役
割
（
使
途
）
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
税
に
対

す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら

し
を
支
え
る
税
」
で
す
。な
お
、

「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
実
施
に

合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し
を
支
え

る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設

ペ
ー
ジ
を
設
け
、
国
税
庁
の
各

種
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

国
税
庁

　
　検
索

【
問
合
せ
先
】 

人
吉
税
務
署

☎
２
３
―
２
３
１
１

※
自
動
音
声
案
内

　税
務
署
へ
提
出
す
る
税
務
関

係
書
類
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
が

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
人

確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

（

国
税
庁   

検
索  

）
に
あ
る

「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

<

マ
イ
ナ
ン
バ
ー>

」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】 

人
吉
税
務
署

☎
２
３
―
２
３
１
１

※
自
動
音
声
案
内

　相
良
南
小
学
校
で
は
、
今
回

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
参
観
日
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
祖
父
母
に
限
ら
ず
地

域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
呼

び
か
け
、
学
校
を
開
放
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
達
の
様
子
や
、

学
校
の
様
子
を
見
て
い
た
だ

き
、
学
校
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
こ
う
と
実
施
す
る
も
の

で
す
。

 
 

 

■
期
日

　平
成
29
年
11
月
22
日(

水)

■
内
容

 

・
授
業
参
観

　９
：
15
〜
11
：
00

 

・
お
茶
会

　11
：
00
〜
11
：
45

■
そ
の
他

 

・
時
間
内
は
何
時
に
来
校
さ
れ

　て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

 

・
控
室
は
校
長
室
を
用
意
し
ま
す

 

・
駐
車
場
は
、
正
面
玄
関
前
、
体

　育
館
前
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】 

相
良
南
小
学
校

☎
３
５
―
０
０
０
９

　ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
式

ガ
ス
缶
の
未
処
理
に
よ
っ
て
、

過
去
に
収
集
車
や
処
理
場
で
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
完
全

に
使
い
切
っ
て
か
ら
、
風
通
し

の
よ
い
屋
外
で
穴
を
空
け
て
出

し

ま

し

ょ

う
。
１

０

０

円

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
売
ら
れ
て
い

る
穴
あ
け
機
を
使
う
と
よ
り
簡

単
に
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

相
良
村
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係

☎
３
５
―
１
０
３
２（
直
通
）

　飼
い
主
に
な
る
と
は
、
ペ
ッ

ト
の
命
に
責
任
を
持
つ
こ
と
で

す
。次
の
事
柄
な
ど
を
心
が
け
、

ペ
ッ
ト
が
地
域
の
方
々
へ
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
飼
い
主
の
責

任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　ペ
ッ
ト
に
首
輪
や
迷
子
札
を

　着
け
る

 

・
病
気
の
予
防
を
行
う

 

・
飼
っ
て
い
る
動
物
が
増
え
す

　ぎ
て
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な

　い
よ
う
、
避
妊
・
去
勢
手
術

　を
す
る

 

・
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
や
臭
い
、

　排
泄
物
な
ど
、
周
囲
へ
の
配

　慮
を
心
が
け
る

【
問
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
県
健
康
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
２
４
８

「
税
を
考
え
る
週
間
」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要

な
税
務
関
係
書
類
の
確
認
を

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

最
低
賃
金

使
用
者
も
、労
働
者
も

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
参
観
日
」

相
良
南
小
学
校

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
式

ガ
ス
缶
の
処
理
方
法

み
ん
な
で
守
ろ
う
、

飼
い
主
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

熊
本
県
最
低
賃
金
が

　
　改
定
さ
れ
ま
し
た
。

香
典
返
し

荒
瀬

　信
年
さ
ん

岡
村

　勝

　さ
ん

永
椎

　睦
美
さ
ん

大
土
手

　良
助
さ
ん

緒
方

　盛
光
さ
ん

〈
9
月
分
〉

相良村の人口と世帯（９月末現在）　世帯数　１，６５４世帯（＋１）　男２，１７5人（＋２）　女２，３８６人（△３）　計４，５６１人（△１）

（　）内は、先月末との差　※外国人住民を含めた集計です。

ひ
と
り
ご
と

編
集
後
記

（
故
節
子
さ
ん・松
葉
）

（
故
ト
ミ
子
さ
ん・下
四
浦
）

（
故
西
田
照
香
さ
ん・永
谷
）

（
故
ユ
リ
さ
ん・新
村
）

（
故
文
子
さ
ん・永
江
）
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　こ
と
し
も
県
内
の
子
ど
も
た

ち
５
万
人
以
上
が
取
り
組
ん
だ

科
学
研
究
物
の
中
か
ら
、
選
出

さ
れ
た
約
１
２
０
点
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
土
日

は
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
も
あ
わ

せ
て
開
催
。４
日
（
土
）
は
く
ま

モ
ン
が
登
場
し
ま
す
。

　
■
期
日

　11
月
４
日（
土
）〜

　12
日（
日
）９
：
00
〜
17
：
00

※
12
日
は
15
時
ま
で

■
会
場

　熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料

　無
料

【
問
合
わ
せ
先
】

県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
８
―
４
４
―
６
６
１
３

■
入
試
日
程

○
願
書
受
付

　平
成
29
年
11
月
20
日（
月
）

　〜
12
月
１
日（
金
）

○
試
験
日

　平
成
29
年
12
月
10
日（
日
）

　９
：
00
〜

■
募
集
人
員

　40
名

■
受
験
資
格

　中
学
校
卒
業（
卒
業
見
込
み
）

　以
上

■
試
験
科
目

 

国
語
・
算
数
・
作
文
・
面
接

【
問
合
せ
先
】

人
吉
准
看
護
学
院

☎
２
２―

２
９
６
２

○
自
衛
官
候
補
生

■
募
集
期
間

・
２
次
募
集

　〜
平
成
29
年
11
月
６
日（
月
）

・
３
次
募
集

　平
成
29
年
11
月
７
日（
火
）

　〜
11
月
27
日（
月
）

■
試
験
日
・
場
所

・
２
次
募
集

　

　平
成
29
年
11
月
12
日（
日
）

・
３
次
募
集

　平
成
29
年
12
月
２
日（
土
）

場
所
は
両
日
と
も
健
軍
駐
屯
地

■
受
験
資
格
者

　18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

■
試
験
内
容

・
筆
記
試
験

　・
適
性
検
査

・
口
述
試
験

　・
身
体
検
査

　

○
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

■
募
集
期
間

・
推
薦

　平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）

　〜
12
月
１
日（
金
）

・
一
般

　平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）

　〜
平
成
30
年
１
月
９
日（
火
）

■
試
験
日
・
場
所

・
推
薦

　平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

　〜
８
日
（
月
）
の
間
の
指
定
す

　る
１
日

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御
幸
浜

２
―
１
）

・
一
般

ア

　一
次

　平
成
30
年
１
月
20
日(

土)

　場
所

　熊
本
県
内
（
受
付
後

　に
通
知
）

イ

　二
次

　平
成
30
年
２
月
１
日（
木
）

　〜
４
日
（
日
）
の
間
の
指
定
す

　る
１
日

■
試
験
科
目

・
推
薦

　口
述
試
験
・
筆
記
試
験
・

　身
体
検
査

・
一
般

　筆
記
試
験
・
作
文

■
応
募
資
格
者

　15
歳
以
上
17
歳
未
満
で
中
卒

　（
見
込
み
含
む
）の
男
子

【
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

人
吉
地
域
事
務
所

☎
２
２
―
４
７
０
４

第
77
回
科
学
展

人
吉
准
看
護
学
院

　

自
衛
官
候
補
生・陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

　朗
報
で
す
！「
に
っ
ぽ
ん
の

宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ
世
界
大
会

i
n
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」に
出
場

し
た
川
上
・
山
村
製
茶
が
見

事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し

た
！
昨
年
７
月
か
ら
商
品
開

発
を
始
め
、こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
が
、

た
っ
た
１
年
で
頂
点
ま
で
登

り
つ
め
た
こ
と
に
驚
き
で
す
。

相
良
茶
は
世
界
に
通
用
す
る

宝
物
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
詳
細
は
来
月
号

で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。お
楽
し

み
に
。

SAGARA　2017.11

試　験

大会で抹茶を点てる
山村孝一さん（上四浦）

た
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村長エッセー 「グローカル人材を育てる！」

相良村長

德田 正臣

　今さら始まったことではありませんが、野菜や果物など本当に季節感がな

くなりました。キュウリやナスなどは年間通して食卓に上がるし、ミカンやリ

ンゴもデザートとして出されます。好物でもあるしありがたいことですが、

今の子どもたちに「本来の収穫時期」＝「旬」というものを聞いてみても実

感的には難しいことだと思います。・・・という状況なので、とりわけ都会

の子どもに秋は実りの季節だね！と話しかけても理解してもらえないのは、

子どもがかわいそうでもあり、教育的にこれでいいのかと心配にもなります。

　いずれにせよこの秋も、わが相良村に素晴らしい秋の実りがあったことに感謝します！

☆

　私は若き会社員時代に、上司から「君は４つの『ジンザイ』のうちどれだと自分では思うのか？」と

聞かれたことがあります。まだ (・・今でも )勉強不足の私は、意味が分からず「会社に貢献できる『人材』

となるよう立場を踏まえさらに頑張ります！」と答えると、上司のエライな怒りを招いたことがあります

(汗 )

　組織や社会にとって「ジンザイ」には４つあるようです。「人罪」は役に立たないどころか害悪である人。

「人在」はただ居るだけの人。「人材」は役に立つけどまだまだ成長の可能性がある人。「人財」まさ

にその人の立ち位置からして財産としての価値ある人。

　人罪・人在は、人を育てて無くしていかなければならないジンザイです。人材はまさに人としての

素材であって、その能力を活かし育て、ひいては人財を作り上げるという関係です。

☆

　「グローカル」という言葉があります。これはグローバル (global) とローカル (local) を組み合わせ

て作られた造語です。グローバルは「広く」や「世界的な」などの意味で、ローカルは「地域的な」や「身

近な」などの意味です。

　今、社会や自治体に求められている育てるべき人材は「グローカル人材」です。私がよく言う「地

に足を着けながらも広く世界を見て行こう！」とはこのことです。

☆

　相良村のブランド化事業は村民の所得向上を最終目的としますが、その一環としてのフランス、セ

ント・ヴァレンタイン村との連携はグローカル人材を育てて社会に有用な人財を作り上げる、これがこ

れからの村づくり・国づくりのあるべき方向性だと思います。これをいかにしっかりとスピーディーに

スタートさせきれるかが、全国の自治体が将来浮くか沈むかの分岐点となると言われております。

☆

　相良村の豊かさのためのブランド化事業、特に将来を担う子どもたちのグローカル人材育成を思い

切ったかたちで進めていきます！

広報さがら　11月号16SAGARA　2017.11

11月の行事予定 変更になる場合もあります
◆保健福祉関係　
●教育委員会ほか

●相良村消防団中継訓練
◆母子健康手帳交付・両親学級
　(受付9：00～9：20　ふれあいセンター)
◆１歳児育児学級（H28.10～11月生）

◆健康教室（13：30～　相良村総合体育館）
●秋季火災予防運動（15日まで）
●犬童球渓音楽祭

●相良中学校文化祭

◆７か月児育児学級(相良会場)(H29.4生)
◆ちゃちゃクラブ
◆3～4か月児健診(山江会場)(Ｈ29.7.6～8.5生)
●相良南小学校学習発表会

●きたっこ秋祭り
◆母子健康手帳交付・両親学級
　(受付9：00～9：20　ふれあいセンター)

●収納窓口延長(税務課)午後７時まで
◆健康運動教室
　 (10：00～　相良村林業総合センター)

●第２回さがら産業文化祭

　　　　　　　　　
◆3歳児健診(H26.3～5生)

●ノーテレビノーゲームデー
●文化の日

●総合体育館休館日

●ノーテレビノーゲームデー

●総合体育館休館日

●ノーテレビノーゲームデー

●総合体育館休館日

●勤労感謝の日
●ノーテレビノーゲームデー

●総合体育館休館日

●ノーテレビノーゲームデー
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日付曜日 行事など その他

★１１月は村県民税、固定資産税の第６期、国民健康保険税第７期、後期高齢者保険料
第５期の納付月です。便利な口座振替のご利用を！
★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月２５日です。　　　　　　　
（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

住宅用火災警報器を寝室と階段の
天井部分に取付けていますか？
住宅用火災警報器が平成１８年に設置が義務化され、１０年が
経過しました。本体の交換を推奨します。今一度確認をお願いします。

平成２９年１１月９日～１５日まで、秋季火災予防運動を実施します。
期間中、中分署職員が様々な啓発活動を実施します。皆さまのご協力をお願いします。

火の用心　ことばを形に　習慣に
平成２９年度全国統一防火標語

【問合せ先】人吉市下球磨消防組合中分署　☎24-1243


